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第 1 章では，本研究の背景として超微細構造の観察・評価技術や加工技術分野からの要望およびAFM の発展の経緯
について述べ，本研究の目的とその重要性を明確にしている。
第 2 章では， AFM の原理と要素技術について説明し，本研究のために試作した AFM の構成とその分解能評価結
果，さらには高分解能化のための改良とそれによる原子像観察例について述べている。








第 5 章では，カルコゲナイド薄膜を記録媒体とした新しい記録方法を提案し， AFM を超高密度記録デバイスの開発
へ応用展開した結果について述べている。また， AFM を超高密度記録デバイスヘ応、用展開するために， AFM 像と導




























(6) これらの現象の応用として， 1 Tbit/cm2 の超高密度で，しかも高い SN 比で再生できる超高密度記録デバイスの
実現の可能性を示している。
(7) 原子間力顕微鏡を薬学や生物学分野へ応用するための有機・生体材料の観察手法を確立するために，水中でアス
ピリン分子性有機結晶の高分解能観察に成功し，種々の知見を得，またバクテリアべん毛の固定方法について検討
を加え，蛋白質を変性させずに自然な状態で再現性のある原子間力顕微鏡像を得ることに成功している。
以上のように，本論文は原子間力顕微鏡の著しい性能向上を実現し，ナノメートルスケールでの構造評価技術を確
立し，またこれを用いて斬新な超高密度記録方式の提案を行い，探針を用いたテラビット級超高密度記録デ、パイスの
実現の可能性を示しており，原子力工学，材料科学の発展に寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文と
して価値あるものとして認める。
